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１ 開 会 

 定刻になりましたので、「令和６年度第２回上尾市産業振興会議」を開会い

たします。 

 本日の司会を務めさせていただきます、上尾市商工課長の小川と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日の進行につきましては、事前に委員の皆様にお配りいたしました次第

に沿って進めさせていただきます。 

 ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 事前に送付いたしました資料としましては、 

 

①資料１「上尾市の産業振興に関する提言書 令和６年度（案）」 

②資料２「第２次上尾市産業振興ビジョンについて」 

③資料３「ビジョン策定スケジュール」 

 以上３点でございます。 

 

 過不足などございませんでしょうか。 

 なお、皆様の机上に、今年度実施している事業者支援事業の一部について、

チラシを配布させていただきました。 

 また、本日、上尾市産業振興ビジョンをお持ちでない方はいらっしゃいます

でしょうか。 

 それでは、これより議題に入ります。 

 本日は、昨年度より協議してまいりました令和６年度の提言につきまして、

提言書（案）として取りまとめましたので、概要をご説明いたします。また、

令和８年３月に予定している上尾市産業振興ビジョンの改定に向けた今後の

スケジュールをご説明させていただくとともに、今年度に予定している事業

者アンケート及びヒアリングの内容について、委員の皆様からご意見を頂戴

したいと思います。 

 なお、本日の会議でございますが、本会議設置要綱第６条第２項の規定に基

づき、委員の過半数の出席がございましたので、有効に成立していることをご

報告いたします。 

 それでは、規定に基づき河藤会長に議事の進行をお願いいたします。 

 

２ 議題 

 はじめに、本日の議事の正確性を証するため、議事録への署名を委員にお願

いしたいと思います。議事録署名人につきましては、名簿順に指名させていた

だくこととなっておりますので、本来であれば前回の松本猛委員に続きまし

て、松村委員にお願いするところでございますが、本日、松村委員と、続く吉

澤委員が欠席のため、池上委員にお願いしたいと思います。池上委員には後

日、事務局より会議録を送付いたしますので、内容をご確認のうえ、ご署名を

お願いいたします。 

 また、本日、アリオ上尾の松本委員と県央地域振興センターの坂田委員につ

きましては、この後、別途、所用がございますので、会議の進行状況によって

は、途中退席となりますことをご承知置きくださいますようお願いいたしま

す。 
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 それでは、次第の２「議題」に入ります。 

 先ほど事務局から説明がありましたが、１つ目の議題（１）「上尾市の産業

振興に関する提言書 令和６年度（案）」の審議につきましては、これまで委

員の皆様からご意見をいただいてまいりましたので、今回はそういったご意

見を押さえ、最終的に整理したものを（案）として用意していただいています。 

 この議題については、自由意見という形で進めたいと思います。 

 また、２つ目は議題（２）「第２次上尾市産業振興ビジョン」ということで

すが、こちらは皆様がお持ちの現行の上尾市産業振興ビジョンに続く後継ビ

ジョンということになります。これは新しい時代の流れを踏まえて、新しく策

定をしていくということになりますので、非常に大事な議題となります。です

ので、この議題につきましては皆様からご意見、ご質問をいただきたいと思い

ます。 

 本日はこのように進めていきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

 ありがとうございます。 

 それでは、議題（１）「上尾市の産業振興に関する提言書 令和６年度（案）

について」事務局より説明をお願いします。 

 

 事務局でございます。それでは、資料１「上尾市の産業振興に関する提言書 

令和６年度（案）」のご用意をお願いいたします。 

 事前にお送りさせていただき、ご覧いただいているかと存じますので、いく

つかのポイントに絞ってご説明させていただきます。 

 こちらは、令和５年度に行いました、３回にわたる産業振興会議を通して、

委員の皆様からいただいたご意見を提言書としてまとめたものでございま

す。 

 冊子の構成といたしましては、産業振興ビジョンの趣旨、令和７年度の産業

振興に向けた提言の内容、令和５年度に実施した施策、令和６年度に実施して

いる施策、次期産業振興ビジョンに向けて、という形でまとめております。 

 恐れ入りますが、４頁、「３ 令和７年度の産業振興に向けた提言」をお願

いいたします。 

 冒頭に記載してありますとおり、「中小企業支援」と「地産地消とにぎわい

づくり」の２つをテーマに議論を進めてまいりました。それぞれ、提言１とし

て「事業者の持続的発展と新たなチャレンジへの支援体制の充実」、５ページ

になりますが、提言２として「就農支援のさらなる充実と中心市街地のにぎわ

い創出」ということで、この２つを令和６年度の提言とさせていただきまし

た。 

 

 それでは、「提言１」についてご説明いたします。 

 「提言１」では、中小企業を取り巻く経営環境の改善につながる支援体制の

充実と事業者の持続的発展を支えるためのＤＸ促進や創業支援等の継続展

開、また、新たな社会課題であり、企業としての新たなビジネスチャンスでも

あるＧＸやカーボンニュートラルへの対応に向けた支援の必要性について謳

っております。 
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 原材料費や人件費の高騰など、コストアップ要因が中小企業の経営に大き

な影響を与えていると推測されます。資金繰りや金利上昇など、中小企業が抱

える課題に対し、適切な支援が求められます。金融機関をはじめとする各関係

機関と中小企業サポートセンターとの連携を促進する必要があると考えま

す。 

 人材不足に対するＤＸ導入支援や新規事業、第二創業にチャレンジする事

業者への支援については、時勢に即したスキームへの調整は必要であるもの

の、事業者の持続的発展のため、継続していくことが重要であると考えます。 

 また、ＳＤＧｓやＧＸなど、企業の社会的責任として求められる取り組みに

対しては、事業者の意識の改革を含め、啓発活動など、機運の醸成に資する支

援策が求められると考えます。 

  

 次に、「提言２」でございます。 

 「提言２」では、就農支援施策のさらなる充実と、市民や観光客の回遊性を

高め中心市街地のにぎわいを創出する必要性について謳っております。 

 本市では、農業従事者の高齢化や後継者不足への対応のため、近年、新規就

農者に対する補助金制度の創設と拡充に努めてまいりました。今後、就農者の

定着を支援する施策の展開や、市外に向けた支援制度の周知など、就農希望者

を呼び込む環境づくりが求められます。また、既存の地場産業物の有効活用や

学校給食の活用など、新たな販路拡大に向けた支援も重要と考えます。 

 にぎわりづくりについては、駅を中心とした中心市街地の活性化が重要で

あると考えます。ＡＲスポットのスタンプラリー事業や駅周辺を利用した定

期的なイベントの開催により、回遊する市民や観光客が増えることで、市内消

費の活性化や新たな観光スポットの形成につながり、地域としての付加価値

が認められ、ポジティブな循環が生まれることが期待できます。 

 なお、提言やその内容につきましては、昨今の急激な社会情勢の変化に適宜

対応するため、あえて個別具体的な事業案については言及せず、幅を持たせた

表現としておりますことをご了承いただければと存じます。 

 

 次に、６ページから１１ページは、これまでの検討過程や施策の検討に当た

り収集した各種データ等について掲載しております。ここで１か所修正がご

ざいます。７ページの説明文の最下段に「令和５年度の第１回会議では、これ

ら提言の内容について最終的な確認を行いました」とございますが、正しくは

「令和６年度の第１回会議」でございました。５年度を６年度に修正いただき

ますようお願いいたします。 

 

 次に、恐れ入りますが１３ページ「４ 令和５～６年度に実施した（してい

る）施策」をお願いいたします。こちらは、１５ページにかけまして、令和５

年度に実施した中小企業及び農業者への支援施策について、その実績を掲載

しております。 

 １３ページの中小企業サポートセンターにつきまいては、相談実績が合計

で３０４件となっております。なお、３０４件のうち、埼玉県よろず支援拠点 

の窓口相談件数は１０９件となっております。開設した令和３年度の実績は

合計で３０６件、令和４年度が３９１件でございました。合計件数は前年度と

比較し減少しておりますが、令和２年以降に広まったコロナ関係の公的補助
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金制度が落ち着いてきたことにより、補助金申請に係る相談も減少してきた

ことが大きな要因と分析しております。利用者の声や活用事例を広く周知し、

さらなる支援体制の充実および認知度の向上に引き続き取り組んでまいる所

存でございます。 

 

 次に、１６ページをご覧ください。今年度に実施している事業について、概

要をご説明いたします。 

 

 ①の中小企業サポートセンターは、事業者の持続的な成長を促すため、関係

機関との連携を強化するとともに、専門家による伴走型の「知識の支援」、補

助金申請や融資に係る「資金の支援」を継続してまいります。 

 

 ②の「ＳＤＧｓ商品開発費補助金」と③の「ＤＸ促進補助金」は、令和４年

度の提言に基づき、事業者の持続的な成長を促進するため、昨年度より創設し

た補助金でございます。「ＳＤＧｓ補助金」は、昨年度、ＳＤＧｓに掲げられ

た目標のひとつである「つくる責任 つかう責任」の達成に寄与する新たな商

品やサービス開発に補助対象を限定しておりましたが、今年度は、事業者が収

益を目的として広く社会的課題や地域課題に取り組めるよう、１７の目標の

うち２つの目標の達成に寄与する新たな商品やサービスの開発に補助対象を

広げるようスキームを刷新し実施しております。 

 

 ④の「創業応援補助金」でございますが、令和４年度まで実施していた「空

き店舗等活用推進事業補助金」を昨年度より刷新した補助金で、店舗を持たず

開業するニーズにも対応しております。昨年度の実績をもとに今年度は予算

額を倍増し、創業者の支援に力を入れているところでございます。 

 

 ⑤～⑦の事業につきましては、今年度からの新規事業となります。 

 

 ⑤の「技能検定補助金」は、後継者不足や技術の継承への対応、また、専門

的な人材の育成を支援するため、技能の習得に向けた支援でございます。上尾

のものづくりの伝統を継承していくために重要な支援と考えております。 

 

 ⑥の「飲食店と農家のニーズマッチング事業」では、「地元の食材を利用し

たい飲食店」と「地元飲食店に農産物を利用してもらいたい農家」のニーズの

マッチングを図り、新商品や新メニューの開発によるにぎわいづくりにつな

げたいと考えております。飲食店にとっては地元農産物を利用することによ

る商品の差別化が図れるとともに、農家にとっては、販路の拡大が期待できま

す。また、飲食店を通じ、市内外に上尾産農産物のポテンシャルを知ってもら

うことで、高付加価値化につながることも期待できます。 

１７ページをご覧ください。 

⑦の「中心市街地回遊性強化事業（ＡＲスポット設置事業）」は、令和５年

度の提言内容と直接関連いたしませんが、「にぎわいづくり」の点において市

の重要な施策となり、来年度以降の施策の検討においてもポイントとなる事
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業であることから掲載をしております。 

⑧の「新規就農者経営支援補助金」と⑨の「新規就農者農業機械等導入支援

補助金」は新規就農者支援のための継続事業でございます。要件等につきまし

て、昨年度と変更はございません。 

⑩～⑬の事業につきましては、今年度からの新規事業となります。 

 農業の持続的な成長を促すための支援として、農業経営や販売促進など、営

農継続の係る様々な課題の解決に向け、十分な知見を有する専門家が相談に

応じる⑩の「農業者等経営改善相談業務」、新規就農に係る課題全般の相談支

援として⑪の「新規就農等相談事業」、将来的な農地の活用方向について講習

を行う⑫の「農地活用等研修会」を実施いたします。 

 また、上尾の農業が持つ魅力とポテンシャルの掘り起こしとして、地元農産

物のＰＲするため、また、新規就農者を中心とした販売促進のため、⑬の「農

産物販売機管理運営事業」を実施いたします。まずは手始めとして、市役所本

庁舎での販売機の設置を予定しております。 

令和６年度に実施している事業についての説明は、以上となります。 

１８ページにつきましては、第２次上尾市産業振興ビジョン策定に向けた

これまでの経緯と今後のスケジュールなどを記載しております。 

２０ページからは参考資料として、産業振興会議の要綱や委員名簿を掲載

してございます。 

以上で、議題（１）上尾市の産業振興に関する提言書 令和６年度(案)につ

いて、説明は以上となります。 

よろしくお願いいたします。 
 
 ありがとうございます。令和６年度 提言書（案）で中心となる箇所は４、

５ページになります。８月にこの産業振興会議から提言書を市長に提出する

予定です。 

 ただ今の事務局の説明に対して、ご意見・ご質問などございましたらお願い

します。 

 

（発言なし） 

 

 今後、改めて事務局による最終確認があると思いますが、この内容を持って

提言書の提出を進めてまいりたいと思います。それでは、事務局から今後の説

明をお願いします。 

 

 事務局でございます。計３回に渡り議論をしていただきました提言書でご

ざいますが、会長から説明がありましたとおり、８月下旬に提言書の最終版を

市長へ提出する予定でございます。事務局による修正箇所がありましたので、
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こちらを修正しまして最終的な確認につきましては、会長と副会長にご一任

いただいたうえで提出にあたりたいと考えております。 

 

 ありがとうございます。今後の流れについては事務局から説明がありまし

た方法でよろしいでしょうか。 

 

（発言なし） 

 

 ありがとうございます。 

 それでは、議題（２）「第２次上尾市産業振興ビジョンについて」事務局よ

り説明をお願いします。 

事務局でございます。それでは、資料３「第２次上尾市産業振興ビジョン策

定スケジュール」をご覧ください。 

本日の会議以降、令和８年３月の策定に向けた主要事項を時系列でまとめ

ました。全体のスケジュール、本会議及び庁内関係部署による策定作業部会、

事業者アンケートとヒアリング、広く市民に意見を募るパブリックコメント

となっております。 

まず、全体スケジュールとしては、今年度中に上尾市の産業が目指すべき姿

や、その姿を実現するための戦略、取り組み方針などをまとめたビジョンの

「体系骨子」を策定し、来年度からはビジョン全体の構成をまとめた骨子の策

定、そしてビジョンの素案、成案の策定へと作業を進めてまいります。  

今年度につきましては、体系骨子案の策定に向け、１１月より、本市の地域

特性や産業構造、国・県の政策の動向や展望の調査・分析を行い、本市の産業

に関する現状と課題を把握いたします。そこに現行ビジョンの評価・検証結果

や事業者アンケートとヒアリングの結果も踏まえ、考慮すべき将来変化の整

理を行ったうえで、ビジョンの方向性を体系骨子案に組み込んでまいります。   

本会議と策定作業部会については、策定作業部会での協議検討内容を本会

議にて報告し、内容によっては、本会議にてさらに協議・検討する方向で考え

ております。 

事業者アンケートとヒアリングにつきましては、先ほど申し上げましたと

おり、今年度実施し、体系骨子案の検討資料といたします。 

パブリックコメントはビジョンの最終案が決定した来年度の１２月を予定

しております。 

ビジョンの策定スケジュールについての説明は以上となります。 

続きまして、資料２「第２次上尾市産業医振興ビジョンについて」のご用意

をお願いいたします。 

１ページをご覧ください。 

先ほども申し上げましたが、今年度の１２月から１月にかけ、事業者アンケ

ートとヒアリングを予定しております。最終的なアンケートの内容やヒアリ

ング先については、次回の第３回会議にて最終確認をさせていただく予定で

おりますが、今回は委員の皆様より、アンケート作成における視点と盛り込む

べき項目、また、ヒアリングの候補先についてご意見を頂戴したいと思いま

す。 

はじめに「事業者アンケートについて」でございますが、昨年度、現行ビジ

ョンの評価・検証を実施し、資料の中段から下段に記載しております「本市の

各産業分野の課題」が見えてまいりました。次期ビジョンでは、課題の解決に

向けた戦略や取り組みの制度設計が必要となってまいります。この戦略や取

り組みの制度設計に事業者の声を反映させていくためにはどのような視点が
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必要か、またどのような質問項目を盛り込むべきかについて、委員の皆様より

ご意見を頂戴したいと存じます。 

なお、資料の下段に記載しております①～③については、各産業分野の課題

の抽出根拠でございます。 

次に、裏面の２ページをお願いします。 

「事業者ヒアリングについて」事務局にて、ヒアリング先の団体候補と、そ

の具体的な組織や店舗名についてご提示いたしました。ご提示のほとんどは

現行ビジョンの策定時に実施したヒアリング先でございます。各産業分野か

らバランスよく聴取したいと考えておりますが、事務局案は妥当であるか、ま

た他に候補がございましたら、ご意見をお願いいたします。 

議題（２）第２次上尾市産業振興ビジョンについての説明は以上となりま

す。よろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございます。 

 令和７年度の３月までに次期ビジョンを策定することを目標に、策定に関

する進行管理について、意見交換などを本シンポジウムで行うという事です。 

 議題（２）について、私の方から補足説明をさせていただきます。 

 皆様のお手元に産業振興ビジョンの冊子があるかと思いますが、この中に

「基本的な理念」が記載されています。この理念を実現するために、どのよう

な取り組みをするのか階層的な形で構成されています。 

例えば２５と２６ページですが、これが一番基本的な理念になると思いま

す。２５ページには「産業における将来像基本方針」と掲げられており「交流

と連携でつくる、多彩な産業がキラリと光るまち」に基づき、３点の基本方針

が定められています。 

続いて２６ページには「各産業分野の目指すべき姿」が階層的に構築されて

おり、そのためにはどういった仕事を展開すべきか示されております。このビ

ジョンは長期間の指針としていますが、策定からの１０年間で非常に大きく

社会構造が変化しました。ですから、その社会構造の変化に合わせて戦略面を

変えて提供していく必要があります。やはり、長期的に見たときに上尾が産業

においてどういった将来像を達成していくのかという、中長期的な視点を提

示するという意味で非常に大事なことになります。 

今回、新型コロナウイルス感染症によって、かなり社会的な状況が変わりま

した。ただ、コロナウイルスによって進歩したという面もあります。 

例えば、中長期的にはＤＸデジタル化の推進といったところというのは、コ

ロナウイルス関わらず推進する必要がありましたが、コロナウイルスにより

大きく促進されたということもあります。そういったことも色々と議論しな

がら新しい時代に合わせたものに構築していくという、非常に大事な枠組み

になったと思います。その中で、提言書などの資料を作成しておりますけれど

も、色々なご意見を頂戴していくということが重要となりますので、産業振興

会議の委員の皆様は、それぞれの地域の様々な実態を熟知されており、実践で

取り組まれておりますので、非常に重要な立場となります。それに加えて、市

内事業者あるいは市民からの意見を頂戴することになります。そして重要な

課題についてヒアリング調査をするということになります。 

資料２の下段ですが、アンケート調査のベースになります。本日は産業分野

の課題ということで事務局に整理していただいて、とてもコンパクトに集約

がされているんですけれども、昨年度に委員の皆様を対象に、各事業のアンケ
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ート調査を行っており、資料２は非常に詳細なバックデータを使用して作成

されております。 

一部委員が替わられておりますので説明をしておりますが、昨年度の調査

から出てきたエッセンスということになります。 

本日、皆様に何をお願いしたいかというと、このアンケート調査というの

は、私達で将来に向けてこういった事を実現したい、それに向けてこのような

課題がある、ということを確認した上で、それをベースにしながらアンケート

調査の項目を作っていきます。 

そうする事で、私達が大事だと思っている項目について、評価を事業者から

お答えいただけるということになります。ヒアリングも同じです。それらを総

合し踏まえた上で新しいビジョンに反映していくことになります。 

これらのことがこれまでの産業振興会議の中に出てきています。 

以上のことを踏まえて、様々な視点から皆様の自由な意見をいただいて事

務局で整理を行います。 

 それでは、ご感想でもご意見でも結構ですので委員の皆様からお話を頂戴

したいと思います。 

 それでは、●●委員お願いいたします。 

 

 提言書の１３ページにある中小企業サポートセンターの実績ですが、販売

促進相談が９５件あり、非常に多いと思っておりまして、我々のショッピング

センターで考えましても、相談事例集を見ますと３ページに、販売促進に関す

る事例が一つありまして非常にいい取り組みだなという風に思います。我々

ではこういった取り組みを全テナントに向けて研修会を頻繁に行っておりま

す。 

 今はデジタル、特にＳＮＳですとかそういった時代になってきてますので、

年配の方も、スマートフォンなどから情報を得る方が非常に多いと思います。

ですから、この辺の内容をサポートしていくのは今後も特に広げていくべき

だと思いますので、こういう機会を多く作っていただき、いろんな方が参加し

レベルアップしていく。未だに無知な方もいらっしゃると思いますので、こう

いった研修があることで初めての機会の創出や、そういった繋がりができた

らいいのかなというふうに資料を見て思いました。 

 

 ありがとうございました。 

 販売促進の方法として、デジタル化の推進が大事だと言うこと、その啓発を

行うことで、市民の皆様に使っていただけるようなサポート体制の準備が重

要だということです。 

それでは、●●委員お願いいたします。 

 

基本的な確認となりますが、今回、議題（２）「第２次上尾市産業振興ビジ

ョンについて」のご意見ということで、資料２にあるアンケートの設計にあた

って、意見を交わすということでよろしかったですか。 

 

アンケート調査とヒアリング調査というのは次期ビジョンを策定するため

に必要ととなります。私達がビジョン策定において大事だと思うことを示し

た上で事業者から意見を聞く必要がありますので、ご意見を伺っています。 
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ありがとうございます。 

現行の産業振興ビジョンを踏まえて政策をやってこられて、今度新たにと

いうことなんですけれども、この現行ビジョンの成果がどれだけ安定してい

る、だから、次期ビジョンではこのようにステップアップしたという背景が見

えにくいと思ったので、そこを教えていただければというのが一つ。 

また、観光の面で上尾市は非常に難しい立ち位置と思っており、上尾の観光

の目的は、地場にお金を落としてもらうというふうに思うのですが、もう少し

明確化すると戦略的に進められ政策的な取捨選択が可能となるのではないか

なと思いました。 

 

ありがとうございます。 

１点目は現行ビジョンの成果、到達点についてです。 

 ２点目は観光の目的についてですが、例えば、温泉地などの観光と大都市近

郊の商業都市です。上尾は商業都市になりますから、どのように観光政策を取

り組んでいくかということが重要です。多くの人に来ていただいて食事をし

たり、楽しんでいただくということもあるでしょうし、もう一つの大事なポイ

ントが地域ブランドの創出です。上尾のイメージを高めることによって、たく

さんの関心が創出できます。 

例えば、商工連携で作った商品を販売するなどし、上尾にとっての観光とは

なんなのかを考えることが大事なことだと思います。 

 それでは、●●委員お願いいたします。 

 

 私の立場は工業ということで、中々、工業と一つに括っても、会社毎に製造

している物は異なります。それが一般の方には中々分からないと思います。 

上尾市として全体を盛り上げていくためには、商業、工業、農業と色んな分

野の中で、工業は上尾市で古くから営んでいるんですけれども、市民の方から

すると、あの会社は何を作っているか社名だけでは判断できませんので、事務

局サイドにはアンケート調査やヒアリング調査の実施の際には現場を見ても

らいたい。 

 どのような物を作っているのか、どのような機械で何を製造して、どういっ

た材料を使用しているのか、実際に見てもらうことで感覚が違ってくるのか

なという気がします。 

是非、機会があればお願いします。 

 また、本日の午後に、県のＤＸ大賞を受賞したスリーケ株式会社に埼玉県知

事はじめ、委員の方や様々な役の方が見学にいらっしゃいます。 

そういったことの積み重ねが大事だと思っており、市として市民の方をは

じめとして認知度を高めていくことが必要だと思います。 

 ありがとうございました。 

 このテーマは、第１回産業振興会議の際にもおっしゃっていたかと思いま

す。製造業を市民の方、若い方に認知してもらうことが大事だと議論してお

り、共通認識としてありました。 

現場を直接見てもらえばいいのか、あるいは学校と連携するなど、色々な課

題があったというふうに記憶しています。●●委員がおっしゃったことは非

常に大事だと思います。 
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私も個人の研究ではありますが、ヒアリングで企業に伺って現場を見させ

ていただくことがあります。やはり、現地を見させていただくと、感覚が全然

違います。こんな細かい作業ができるんだなって思いました。ですので、市民

の方に製造業の現場を知っていただくということは大事なことになります。 

 それでは、●●委員お願いいたします。 

 

 商店街連合会の立場から出席させていただいております。 

商業へのアンケート調査について、資料２に記載があり、「取引手法や消費

形態の変容への対応」とあります。如実に現状を記載していただいております

が、いかんせんこれはＤＸ促進等に絡んでくる内容かと思います。 

先ほど、●●委員がおっしゃられたようにＳＮＳの時代になってきたとい

うことで変化が見受けられます。 

また、取引に関しては新紙幣が発行されましたけれども、それとは別にキャ

ッシュレスが課題です。若者中心に浸透しているということは現場の雰囲気

で感じております。商人の本当の気持ちになると、ニーズがあるため取り入れ

てはいますが、本音は現金払いが一番です。 

何故かというとご存じの方も多いと思いますが、支払いに関してはクレジ

ットの支払いに関しても必ず手数料が発生します。ナショナルチェーンや大

手通販と手数料の面で比較すると、個々の店舗は３倍近くの違いがあります。

その差がとても大きく、そのため、商売によっては現金しか扱わないという業

種業態の方もおります。 

そういう形でどう対応していくか、益々そういう時代になってきておりま

すので、一生懸命対応はしておりますが、現場としては現金が一番魅力的かな

と思います。 

それから、色々な施策がございますけれども、県の商店街連合会という組織

もございまして、年に３から４回の会議があるんですけれども、色々な地域の

方とお話をさせていただいて、輪番制で各商店街の視察に行くのですが、今年

の３月に川口市の商店街連合会に見学に行きました。最近、東口で開発された

樹モーブプラザという施設があり、こちらは商工会議所やデベロッパー、地元

企業の集合体で見事に成功した事例の１つだと思いました。その際に、上尾西

口のモンシェリーの再々開発もあるのかと、ちらっと話題があがりました。そ

して、来年は上尾市を見学したいと声があがっております。一つはＵＤトラッ

クス株式会社、もう一つは北西酒造の日本酒を見学するなどのセッティング

をお願いされておりまして、明日のミーティングで相談しようと考えている

のですが、先進的なところの紹介もいいのですが現状を踏まえて上尾はどう

なのかなと思うところがあります。 

 それから、先ほどお話のありました中心市街地回遊性強化事業です。先ほ

ど、上尾の観光とは、というお話がありましたけれども、現在インバウンドを

呼び込める何かというものは無いんですけれども、近くの市町村から人を呼

び寄せる取り組みは欲しいなということは事実でありまして、上町の方で３

０ｍ近くの組み木を作っており神社に設置する予定なんですけれども、そう

いった形で一つ一つ名物、あるいは名産によって中心市街地がより活性化し

ていければいいなと思っています。 

 

 ありがとうございます。 
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 重要なポイントが２つありました。１点目はＤＸ化の問題です。業種関わら

ずこれから活用していかなければならないし、積極的に取り入れていかなけ

ればならない。これは時代の流れですので、踏まえていかなければいけませ

ん。 

しかし、一方で様々な課題があります。 

具体的に●●委員から商業についての課題ということで、お話されました

ことについてはしっかりと受け止めて、商業にとっての課題とはなんなのか、

アンケートを通して明確にする必要があるかなと思います。 

一方で、商店街がコミュニティの活性化といいますか、地元の賑わいづくり

という大事な性格を持っているということがあるかと思います。まさに現金

を使って、顔を見合う関係で、お付き合いができるということが商店街のいい

ところだと思います。商店街活性化のそういった視点において、本来の役割・

意義について視野に入れていけなければいけません。 

それから、２点目も非常に大事なことです。観光との連携は非常に大きなテ

ーマとしてあるかなと思います。 

 それでは、●●委員お願いいたします。 

 

 市民視点から発言させていただきます。 

やはり、情報発信が大事だなというのはＳＮＳの観点からもあるんですけ

れども、その発信の仕方もみんなに繋がるように楽しくストーリー性を持た

せるということはとても大事だと思います。私はＳＮＳを見るタイプなので

すが、市内事業者の「菓匠つくも」や「岸井農園」は非常に上手にＰＲを行っ

おり、本当に行ってみたいなと思うことがあります。 

ＡＲの活用を今後するつもりであれば、その前にちゃんとストーリー性を

持たせないと盛り上がらないと思います。 

上尾市は、何もないけど暮らしやすい街です。市民として生活していて、上

尾市に求めているのは「暮らしやすさ」ではないかなと思います。そのために

は商店街がなければならないし、工業の発展が必要であり、農業もある必要が

あります。安心して物を食べたいということが一番なので、地産地消で近場な

ものを新鮮で安く安心して食べられることが一番ありがたいことだと思いま

す。 

スーパーでは色々な農家の地産地消コーナーを設けていただいています。 

しかし、店内の端にある場合が多いのでもう少し盛り上げていただけると

良いと思います。 

また、給食との連携ということも非常に大切でありがたいと思うのですが、

その給食と連携する農産物が果たして安心安全か、しっかり見極める必要が

あると思います。今は有機野菜でもいいという人が増えていますが、有機野菜

に限らず安心安全だということをＰＲされている農産物を販売もしくは給食

連携に取り入れていただきたいなと思います。 

 また、同じストーリー性ということで、平方にとある高齢者施設がありまし

て、そこに素敵なレストランがあるんですけれども、そこもやはりＳＮＳの使

い方が非常にうまくて、更新されるとすぐに食べに行くのですが、料理に使用

されている野菜はやはり地域連携をしていまして、さいたま市のヨーロッパ

野菜研究会と北本市の男前トマト、上尾市は岸井農園と連携をしているよう

です。やはり連携が上手な所には私のように興味を持って遊びに行く人が多
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いように感じました。ですので、産業振興の中には連携など文言を記載してい

ただきたいなと思います。 

 また、観光の目的はと聞かれて、他市から来た人にお金を落としてもうらこ

とも大事かもしれませんが、市民からすれば上尾市の中で全て遊べてしまえ

ばいいと考えております。２３万人も人口がいるし、暮らしたくなる街になれ

ばいいと思います。そうすれば、住民税の増加も見込めると思っておりますの

で、観光でインバウンドということは中々難しいと思いますし、できなくても

いいと思っています。それよりも市内にいる人達に、いかに市内で遊べて、安

心して暮らせるかということにフォーカスして欲しいと思います。 

工業もすごく素敵な製品を扱っていますので、そういうことをＳＮＳや観

光協会の展示コーナーで紹介していただけたら面白いと思います。 

 

ありがとうございます。 

重要なポイントが何点かありましたので確認していきたいと思います。 

１点目は上尾の優位性とは「暮らしやすさ」ということです。その暮らしや

すさを構成する中身とは一体何なのか、これを具体化していくということが

重要になります。 

２点目に食の安全性という話でした。給食との連携ということで広く言え

ば食育ですが、食育というのは簡単に地元で売っている物を食べるというわ

けではなくて、それに関する農薬など、安心安全に関することを含めて、教育

委員会との連携などが一つあるのかなと思います。 

３点目にストーリー性の話がありました。これは特定の産業に関わらず大

事なことです。それぞれの分野でできることを考える上で、工業では、市民の

皆様に製造品を知っていただくことが大切だということです。 

その他にも、農業の地域ブランド力を高めていくために、何ができるのか、

地区ごとに何ができますよという話が出てくるかもしれません。 

最後の４点目は市民を対象とした観光や街作りです。市民の中で上尾の産

業ブランドというものをちゃんと確認して、リテールブランドという言葉が

あるんですけれども、企業の場合もそうですが、まずは自分たちが知った上で

周知をしていくという事です。商業もそうですし、農業、工業も同じです。 

それでは、●●委員お願いいたします。 

 

私からは何点か発言させていただきます。 

まずは、事業者アンケートについてですが、このアンケートは上尾市の産業

振興ビジョンをお示しするための準備になると思うのですが、市内事業者の

ビジョンと上尾市のビジョンの認識が合っていないと意味のないものになっ

てしまいます。ですので、事業者を中心に行った方が良いのではないかと思い

ました。 

事業者もそれぞれおりますけれども、１０年後を見据えたゴールと、それに

対するロードマップをどのようにするのか、しっかり把握された上で、上尾市

のビジョンがあるといいと思いますので、そこをしっかりと議論するのがよ

ろしいかと思っています。 

２点目は施策の項目になりますが、昨今、ＤＸやＧＸなどの言葉をよく耳に

しますけれども、これらの「Ｘ」とはトランスフォーメーションの意味で、変

化していかなければならないという意味です。やはり、色々なお客様と接して
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いますけれども、どういうふうにしていけばいいか分からないという方が大

半だなと思います。ですから、中小企業サポートセンターのＰＲを行い、引き

続き支援を行うことがまだまだ必要かなと思います。 

 

ありがとうございます。 

 １点目は上尾市が作るビジョンは実践的である必要があり、事業者のビジ

ョンと合っている必要があるということです。まさにその通りだと思います。 

そのために、先ほど申し上げたのですが、上尾市として大体こういった方向

性でざっくりとした１０年後の構想をアンケート、ヒアリングで問いかける

とそれに対する答えが見えてきます。 

行政と事業者、あるいは市民ですり合わせを行い、お互いのビジョンを共有

することが重要です。 

２点目はＤＸやＧＸです。今後はデジタル化をより幅広く活用していくこ

とが業種に関わらず求められます。●●委員からもありましたが、それに対し

て事業者はどういった課題があり、どのように活用したらいいのか分からな

いということがあります。ですので、中小企業サポートセンターを活用するこ

とによって、悩みを解決することができるんだよというようなストーリーが

一つ見えてくると思います。それが伝わるような周知の仕方を今後行ってい

ただく必要があるのではないかなと思います。 

 それでは、●●委員お願いいたします。 

 

 アンケート調査についてですが、資料２裏面の上段に「項目例」という表記

が商工業と農業に分かれてありますが、これが質問項目になると思いまして、

確かにその通りだなと思うんですけれども、なんとなく現状をお聞きしてい

るのかなと受け止められました。 

私は素直に行政に対して何をしてほしいのか、行政に求めることを聞いて

しまった方がいいのではないかなというふうに思っています。ある意味、経営

課題の箇所に該当するのかもしれませんが、行政機関に対して何を期待して

いるのか、是非聞いて頂ければいいのかなと思います。 

少し話が異なりますが、上尾商工会議所の内部で賑わいづくりについて議

論を交わしている最中でございまして、最終的な結論は出ていませんが、中心

市街地の活性化、あるいはそれに対する危機感ということが議論をスタート

したきっかけになったと認識しており、賑わいづくりをしていくためにはど

うすればいいのかという議論の中で、やはり「数」が必要だろうと話が出てい

ます。 

その「数」とはなんなのかというと、２つの意味の数があると考えられてい

ます。一つ目は定住人口の数、上尾市に住んでくれる人がもっと増えていただ

きたいという数です。二つ目は上尾市を訪ねてくる数、インバウンドや観光に

該当する数があると話になりました。 

事業者の最終的な目的は、売上が上がって利益に反映することだと思いま

すので、そのためにはどうしても数が必要です。上尾に何を求めるのかという

のは、●●委員がおっしゃることがまさにその通りだと思うのですが、やは

り、住みやすい街とか子育てしやすい事だと思います。ですので、何が言いた

いのかというと、上尾に訪れる観光の数を求めるのは中々厳しいのかなと思

います。 
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例えば、宇都宮のＬＲＴや所沢市の角川書店のような先進的な話題性のあ

るものを構造物や施設で作れば、外から人が呼べるのかなと思いますが、中々

難しい面もあると思います。あるいは、定住人口で言えば千葉県の流山市のよ

うな市を参考にすればよいのではないかと意見もありました。 

いずれにしても、行政に何を求めているのかということを事業者に伺った

方がいいのではないかと思います。 

また、ヒアリングについてですが、ヒアリング先ということで上尾商工会議

所も入っておりますけれども、団体にもヒアリングをすることに少しは意味

があると思いますが、やはり、市民あるいは色々な業界に接して事業を行って

いる個々の事業者にヒアリングをするべきだと思います。他には、例えば建設

業界や理容組合、酒販組合、タクシー組合など色々な業界があると思いますか

ら、そういった生活面に密着したような業界団体にヒアリングをするのも一

つ手かなと思いました。 

 

 ありがとうございます。 

 まず、１点目のアンケートについて、資料２の「項目例」ですが、事前に事

務局から拝見した際に一つ申し上げたことなのですが、やはり、自分の考えを

示さないと相手からその点に関する回答が得られません。 

今回は羅列的に項目を並べさせていただいて、委員の皆様のご意見を頂戴

しようということで示させていただいてます。これにはプロフィール的なも

のがあって、項目の「政策全般」の中身をいかにしっかりと作っていくのかが

課題だろうと事務局に申し上げているところでございます。 

２点目ですが、先ほど「暮らしやすさ」という部分が最終的にはテーマにな

るという話があったと思います。そのためには何をしていくかというと、定住

人口と交流人口の２つを上尾市としてどういったふうに捉えているのかとい

う事になります。これも非常に重要なことになります。そういったことも視野

にいれながら、具体的に事業者の意見を聞けるように考えていく必要がある

ということは間違いないと思います。 

 

 先ほど、●●委員の発言の中で、団体とのヒアリングよりも個々の事業者の

方が実情を掴めるのではないかというご意見があったかと思います。 

個々の事業者に関しては、前座のアンケートの方で市内事業者は６，０００

件近くありますので、ヒアリングに近い形でアンケートを実施できればなと

いう風に考えております。 

それとは別に、実際にそういった業界を取りまとめている団体を中心にヒ

アリングを実施して広く意見を募りたいと考えているところでございます。 

 

 ありがとうございます。 

 それでは、●●委員お願いいたします。 

 

 私も●●委員が先ほどおっしゃった事と同意見です。 

上尾市には何も無く、海もなく災害もない、しかし、そこが暮らしやすいこ

とに繋がっていると考えているんですけれども、若い人たちに住んでもらえ

ないと、１０年後のビジョンの際に、この委員メンバーが何人残っているか分

かりませんから、若い人たちを対象にアンケートを実施することが必要で、子
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育てをしている世代など、ターゲットを絞った方が今後の利益に繋がると思

います。 

 

 

 ありがとうございます。 

 若者向けの調査は大事なことだと思います。この産業振興ビジョンで調査

ができるかご検討いただきたいと思いますが、例えば、上尾市は総合計画や地

域創生総合戦略の策定の際に、同様の調査を行っていると思いますので、それ

を有効活用するのも手だと思います。産業振興ビジョンは事業者を中心とし

ておりますので、予算等の関係も含め、大事なことですができないということ

もあるかと思います。 

 それでは、●●委員お願いいたします。 

 

 他の委員の皆様が発言した内容と重複している所もあるんですけれども、

私も第２次産業振興ビジョンを策定するにあたって、上尾市が考える、あるべ

き姿をご提示いただいた上で、ビジョンに反映させることが非常に重要なこ

とではないかなと思います。 

県の人口が減少に転じている中で、上尾市については昨年度０．１％の減少

になってますが、過去は減少に転じたことがないということに関しましては、

暮らしやすい街というのは体現できているんじゃないかと思いますので、や

はり、全面に出していくべきではないかなと思います。 

 また、事業者アンケートの中で、私が工業の専門のため課題の箇所として挙

げられている項目について若干の違和感を感じています。 

上尾市の製造業の方々を見ると、輸送機械に関係する従事者が多くいらっ

しゃると思っていまして、大変失礼ながら下請けが多いイメージがございま

す。この下請けの方々が技術開発支援や新製品開発支援の継続ということに

関して、どれだけの方が興味を感じているのかということに、工業担当の立場

から若干の違和感を感じています。 

 また、輸送機械の課題というのは、去年一昨年くらいからＥＶと言われてい

る中で、若干ＥＶの主流が変わるような兆しが見えてきておりますけれども、

埼玉県の方で実施しておりますのは、ガソリンエンジンからＥＶシフトとい

う形の中で、多くの企業の方々がＥＶ部品の発注は頂けてないだろうという

ところで、業態転換をしていただくという形の支援を国も県も実施しており

ます。それが広告であったり医療であったり、新しい業界での仕事を受注して

いただくための支援ということで、実施しております。 

上尾市は県内でＵＤトラックスが立地されておりますから、様変わりする

中で一番大きく影響を受けた市ではないかと思います。そして、今後はホンダ

が国内の生産台数をもっともっと減少させますので、この輸送機械に関する

課題というのをやはり全面に出すべきではないかなと感じます。 

 また、人手不足というのも、直近の課題というふうに感じますので、人手不

足については、先ほどからお話いただいておりますＤＸですけれども、そこに

関しては、やはりデジタルではなくて人をどうしても欲しいという声もあり

ます。これは、ロボットの導入などで改善ができるのではないかなと思いま

す。やはり、市内の事業者の方々にご意見を聞いて、どのような支援が一番人
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手不足の解消に繋がるのかヒアリングをした方がよろしいのかなと思いま

す。 

エネルギーについては、昨年度は補助金があったかと思いますが、今年度は

無くなってしまうというのは、どうしてなのかお答えいただければと思いま

す。 

また、今回、資料２の工業の課題について、どうしてこの３つを示したのか

お答えいただければと思います。新製品開発に関しては、これまでと全くやっ

ていることを変えなければいけないという大変な形になってきますので、そ

こに関して市の方で十分支援ができる体制ができているということであれ

ば、今回の技術開発支援、新製品開発支援の部分にいわゆる輸送機械の方々を

転換することが可能である、ということで示されたのであればよろしいので

すが、そうでないのであれば少し検討していただきたいと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 アンケート調査の項目ですけれども、この資料２は昨年度の産業振興会議

の委員を対象にアンケート調査を実施し、その結果を事務局に整理していた

だいているものです。 

 その他、ご質問をいただいきましたエネルギー支援の補助事業が今年度実

施されていない点につきまして事務局から回答をお願いします。 

 

 「中小・小規模事業者原油価格・物価高騰等対策支援金」につきましては、

昨年度は国の方から原材料価格の高騰とエネルギー価格の高騰を踏まえて、

その対策支援ということで３月に臨時交付金が示されたことを受けまして、

その中のメニューとして市独自に物価高騰等に対する支援金事業を実施した

ところです。国の交付金を活用した取り組みということで、令和６年度に関し

てはそれがありませんでしたので、今年は継続していないというものでござ

います。 

 

 ありがとうございます。 

 業態転換への支援ですね、確かにＥＶについては色々と議論がされている

ところでありますが、大きな流れとして既存の技術をうまく活用しながら新

しい業態へ転換ができるのかということも含めまして、社会全体の課題にな

ると思いますので、アンケートで示すことで事業者は何を求めているのか分

かると思います。このことについては、昨今、非常に注目度が高まってきてい

る内容になりますので、昨年度には、拾い上げることができなかったのかもし

れません。 

ですので、こういった内容もアンケートに加えていただければと思います。 

 それでは、オブザーバーお願いいたします。 

 

現在、ドライバー不足により、トラックやトレーラーの輸送問題がくるだと

うということで、花王とライオンのライバルメーカーが出荷製品を同じトラ

ックに積み込んで、発送をしている時代になっています。 

市内の工業者が材料を仕入れるとき、あるいは出荷をする時、トラックやト

レーラーの大きさに不自由がないのかヒアリングをする必要があると思いま

す。 
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また、商業では●●委員がおっしゃられたとおり、小規模事業者の商店や飲

食店にキャッシュレス等の手数料が４から５％というのは原材料価格が高騰

している今、非常に問題を感じます。私の知り合いで小さな街のレストランを

営んでいる方がいるんですけれども、ＰayＰay の導入を辞めたという話を先

日伺いました。 

小規模事業者にとっては、この４から５％は本当に重荷になっております

ので、新しい消費形態・取引手法を進めていくのであれば、このままキャッシ

ュレス等を導入しているお店に対してどのように対応していくのか、そうい

ったところは非常に大事かなと思います。 

 その他産業横断的な課題の中で、事業者支援の中に含まれるんでしょうけ

れども、ＢＣＰ（事業継続力強化計画）も課題に感じます。 

また、先ほども申し上げましたが人材不足に対応する人材確保関係、上尾市

は雇用対策協議会で説明会などを行っておりますけれども、シニア人材の活

用については、８月６日のシニア人材マッチングの面接会にエントリーしま

せんかと何社が営業させていただいたんですけれども、６０歳以上の新たな

人材を発掘したい企業もありますし、人手不足なんだけどその層の方々は採

用しないんですといった法人もございます。このシニア人材の活用推進も若

干考えた方がよろしいのではないかと思っております。 

 

ありがとうございます。 

個別具体的なご意見をいただきました。 

１点目は物流です。ロジスティクスについても確認をして調べていく必要

があります。 

２点目は●●委員がおっしゃっていた手数料の問題です。これは、まずどの

ような仕組みになっており、何が問題なのかということを明確にした上で、自

治体ができることはあるのかということです。 

そして、ＢＣＰの問題です。今回は新型コロナウイルス感染症の問題があ

り、何かあった際の対応を考えておく必要があります。色々な災害があります

から、それらを踏まえて考える必要がございます。 

最後にシニア世代の人材活用についてです。こちらも今後具体的に考えて

いく必要があります。 

 それでは、最後に副会長お願いいたします。 

 

 

皆様、お疲れ様でございます。 

 皆様のご意見は多岐に渡っているように見えるのですが、恐らく集約され

ているような気がします。やはり、人というのは、各々で問題を抱えていて、

それらを解決し形にすることで、もっと住みやすくて、住みたい上尾市が出来

上がると思いますので、そういった方向に集約すると思います。 

 私の会社が領家の工業団地にあるんですけれども、やはり立地的に遠いで

すから団地内に人が入りづらい、また、近くに学校があったりしますので、輸

送車なども入りづらいなどの問題があります。 

やはり、上尾市の青写真が明確になってくれば、もっといい街になり、住み

やすくなると思います。今、私の娘が出産の関係で帰ってきているのですが、

上尾市は子育ての補助金が非常に少ないです。ですので、子どもが暮らす分に
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はとてもいい場所なんですけど、支援面で言うと大宮や付近の桶川、行田の方

が手厚いらしいです。 

先ほど、定住人口が 0.1％下がったと言っておりましたけど、入ってくる人

というのが、少し年齢が高齢の方で、都内生活がちょっと辛いから、この辺に

引っ越したというような人が流入している印象があります。やはり、ＵＲなど

の安い団地が結構建っておりますから、そういったところに入っていただけ

る人ももちろん大事なんですけれども、これから１０年後を考える場合、若い

人の人口流入を補助できる、そんなような上尾市になっていただきたいなと

思います。 

そして、その世代たちが上尾市で働いてくれて新たな産業の活発になるよ

うな流れに持っていければいいんじゃないかなと考えております。 

皆様のご意見を伺って自分の意見としてまとめさせていただきました。 

 

 ありがとうございます。 

 副会長にまとめて頂きましたが、結論として暮らしやすい街を目指すとい

う事です。そういったところを基本として念頭に置く。これには総合計画や地

域創生総合戦略があり、今から新たに構築していくことは本ビジョンでは難

しいと思うので、それらの計画を踏まえ、ベースにしながら議論や調査ができ

ればと思います。 

また、調査を実施するにあたって上尾市としてのビジョンを示すことが大

事だと皆様からご意見をいただきましたので、事務局にはそれらを受け止め

ていただき、これからの作業を進めていただければと思います。 

 最後に事務局から何かございましたらお願いいたします。 

 

 本日は貴重なご意見をいただきありがとうございます。 

お話でありました若者世代の意見については先ほど会長からもありました

が、市民意識調査というものを昨年度に実施しておりますので、そういったデ

ータを参考にしながら計画の策定を進めて参りたいと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 それでは、議題（３）「その他」ということで、事務局から何かありますか。 

 

事務局より２点お伝えいたします。 

１点目でございます。次回の第３回会議でございますが、１１月２７日（水）

の午前１０時からを予定しております。開催通知にて改めてご連絡させてい

ただきます。 

２点目でございますが、先ほどビジョン策定スケジュールの中でもご説明

いたしましたが、次回会議より、新たに公募による市民委員が最大２名参加さ

れる予定でございます。また、ビジョンの策定及び当会議の運営支援として、

コンサルタントの事業者が参加される予定でございます。新たな形での会議

運営となりますが、引き続きご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

以上でございます。 

 

 ただ今の事務局の説明に対して、ご意見・ご質問などございましたがお願い

します。 
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会長 

 

 

事務局 

 

 

副会長 

（発言なし） 

 

 以上で議事を終了いたします。 

 進行を事務局にお返しいたします。 

 

 ありがとうございました。 

 それでは、最後に副会長から閉会のご挨拶をお願いいたします。 

 

（閉会のあいさつ） 

 

 

以 上 
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